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令和 3 年度 第 10 回 機械流通委員会議事録 

開催日時 令和 3 年 12 月 8 日（水）午前 10 時 30 分から 

開催場所 Zoom 及び東北遊商事務局会議室 

 

第 1 号議案 中古機流通に関する件 

1. 組合員の破産申立に伴う中古遊技機移動設置等について 

⑴ 破産申立について 

官澤綜合法律事務所より、令和 3 年 11 月 30 日付けで、当組合機械部会員「アクト・ユナ

イテッド㈱」から破産申立の依頼を受けた旨の「受任通知書」が送付され、12 月 2 日(木)

に通知書を確認した。 

同通知書には、現在、破産準備に入り、令和 3 年 11 月 26 日付けで従業員を全員解雇し

事業を停止したこと及び令和 3年 12月 5日の週に予定されていた中古機設置点検確認の業

務を遂行することが不可能と、併せて記されていた。 

 

⑵ 申請書類に係わる件について 

アクト・ユナイテッド社からの申請書類に係わる事項を調べたところ、「納品設置確認が

必要な案件」が次のとおり 2 店舗 

① 宮城県「ﾊﾟｰﾗｰＪ-遊佐沼みなみ店」(宮城県登米市迫町佐沼字飯島西 1-1) 

令和 3 年 12 月 3 日開店予定・1 型式 2 台 

② 福島県「ニラク郡山新さくら通り店」(福島県郡山市島 1 丁目 27-5) 

開店日未定・5 型式 5 台 

であること及び「認定通知書未提出の案件」が 10 店舗分合計 34 型式分(38 台)であること

が判明した。 

取り急ぎの案件であることにより、上記①②の店舗と商取引をしている組合員に開店日

の確認及び納品設置点検確認を委託した。詳細については、下表のとおり。 

また、移動に伴う交通費を実費精算とし、高速代･ｶﾞｿﾘﾝ代･往復距離を記載いただき組合

宛に請求を願った。 

① の店舗については「㈱ワタベ産業」。 

1 開店日 12 月 3 日(金) 

2 型式名 三洋物産 PA 海物語 3R2F(2 台) 

② の店舗については「㈱スピネット」。 

1 開店日 12 月 7 日(火) 

2 型式名 ① 豊丸産業 P 華牌 R Y2F 

② 銀座 P 物語セカンドシーズン GEE 

③ 高尾 P 弾球黙示録カイジ 5V1A 

④ サミー P 北斗の拳 8 救世主 SFJE 

⑤ サンセイ P キャプテン翼 2020NL 

（各 1 台） 
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⑶ 提出すべき書類について 

事務局において点検確認受渡書、保管･納品確認書の作成及び新たな確認証紙を発行し、

上記⑵-①の案件は 12 月 2 日に㈱セブン社を介し㈱ワタベ産業社へ、同②の案件は 12 月 3

日に㈱スピネット社へ渡した。 

なお、保管･納品確認書に記載すべき事項、封印日･保管場所･保管日については、当該販

社と確認が取れないため特例で未記入を認める。 

 

⑷ アクト・ユナイテッド㈱の申請書類に係わる状況詳細 

№ 項 目 ホール名 備考 

1 「検定」打刻前（持ち込み分） なし － 

2 「検定」①打刻済みの開店前分 ﾊﾟｰﾗｰＪ-遊佐沼みなみ店 2021/12/03 開店予定 

3 「検定」②打刻済みの開店前分 ニラク郡山新さくら通り店 2021/12/07 開店予定 

4 後日書類未提出 なし － 

5 ≪認定≫証紙依頼、シール未渡し分 なし － 

6 ≪認定≫証紙渡し済打刻申請予定分 なし － 

7 ≪認定≫打刻前（持ち込み分） ない － 

8 ≪認定≫認定通知書未提出 下記⑸のとおり － 

 

⑸ 検討事項 

① 認定通知書未提出分の扱いについて 

認定通知書未提出分の扱いについて討議し、上記⑵の①②対象ホールへ委託した販社

より当該ホールへ、組合事務局より認定通知書未提出分がある連絡を事前連絡として入

れていただく。組合事務局は、当該ホールより直接認定通知書未提出分を FAX で提出い

ただくこととされた。 

振り分けとしては、下表№1～5 を㈱ワタベ産業に、№6～10 を㈱スピネットへ委託し、

取り次ぎ手数料として各販社へ一律 5,000 円を支払うことが了承された。 

≪認定通知書未提出分リスト≫（10 店舗分・34 件(38 台)） 

№ ホール名 部数  № ホール名 部数 

1 ﾊﾟｰﾗｰＪ-遊仙台店 14  6 ニラク安積店 1 

2 ﾊﾟｰﾗｰＪ-遊 2  7 ニラク郡山荒井店 1 

3 ﾊﾟｰﾗｰＪ-遊名取店 8  8 ニラク郡山図景店 1 

4 ライオン田中前店 3  9 ニラク郡山南店 2 

5 ﾊﾟｰﾗｰＪ-遊佐沼 1  10 ニラク郡山並木店 1 

 

② (まとめ)納品設置確認委託販社への作業費用等について 

№ 項 目 金 額(税込) 

1 納品設置基本料金 (1 店舗) ￥20,000- 

2 交通費 

(高速代、ｶﾞｿﾘﾝ代、往復距離) 

請求書を基に実費精算 

ﾜﾀﾍﾞ産業￥ 6,699- (3,300＋3,090＋税)206 ㎞ 
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ｽ ﾋ ﾟ ﾈ ｯ ﾄ￥10,010- (6,160＋3,850＋税)250 ㎞ 

3 認定通知書提出取次手数料 各社一律￥ 5,000- 

③ 今後同様の案件があった際の対処方法について 

事務局より、組合員の破産申立に伴う中古遊技機移動設置申請等の対処方法の素案が

提出され、引き続き討議し対処方法マニュアルを作成する。 

 

第 2 号議案 11 月 4 日開催 全商協第 5 回機械流通委員会結果報告に関する件 

1 各地区遊商の取扱主任者講習会について 

佐々木委員長より、10月18日及び19日に、(一社)遊技機取扱技能研修センターへ各地区の代

表者を派遣してもらい見学していただいた報告及び全商協としての統一性を図るべく、研修

センターへ各地区から講師を派遣していただき受講してもらい、知識と技能を確認した上で、

地区遊商に戻っていただき、受講した講習内容を反映していただくことで統一性が取れると

考えていること、講習会の日程や会場等に関しては、各地区に任せて追加の講習内容を加える

ことも問題はないと話があった。なお、11月中旬に警察庁へ途中経過の報告をするにあたり、

上記の内容を説明して良いか図ったところ、以下のような意見が挙がった。 

・質問1 研修センターの利用と関わり方について詳しく説明していただきたい。 

・回答1（佐々木委員長） 地区遊商の選抜者に研修センターのカリキュラムを見学してもら

ったが、業界の歴史、保証書の重要性といった座学から、27の点検項目の実技確認といっ

た内容を講習会で実施している。最低限、研修センターで実施しているカリキュラムを各

地区の講習会で行ってもらい、内容の統一を図りたい。地区遊商からは講師を研修センタ

ーに派遣してもらい、講習を受けていただき、その内容を地区に持ち帰り、講習を行って

もらいたい。また、各地区での講習会の際には、研修センターと当該地区をZoomで繋げ、

その状況を研修センターの講師にもしっかりと見ていただくことも考えている。 

・質問2 地区によっては、研修センターより詳しく講習を行っているところもある。そうい

った内容を研修センターのカリキュラムに取り入れていただきたい。 

・回答2（佐々木委員長） 各地区の意見、要望を確認して研修センターと意見交換を行って

いきたい。 

「まとめ」 研修センターを全単組で利用し、各地区から研修センターへ講師を派遣し、取

扱主任者講習会の講習内容の統一を図っていくことが確認された。 

以上の内容を、機械流通委員会の意見として、組織委員会へ上申することになった。 

2 その他 

⑴ 中古遊技機流通に関する規程の見直しについて 

中古遊技機流通に関する規程の見直しに関し、『中古遊技機流通健全化に関する全国遊技

機商業協同組合連合会規約』の改正を検討している。主な点としては、 

① 全商協と地区遊商間との間の委任業務の範囲の特定として、打刻書類の発行権者の特定、

権限の特定を明確にする。 
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② 遊技機取扱主任者に関する業務規程及び全商協に中古機流通事業に従事する者として

登録するとの規程に関し「登録」の意味を明確にする。 

③ 書類を発給する時、全商協が指定する表紙を付しているが、なぜ表紙を付すかが記載さ

れていないので明記する。 

④ 遊技機取扱主任者に対する業務規程が地区遊商において、それぞれ定められているが、

全商協において全国統一規程として定めるようにする。 

⑤ 全商協において、取扱主任者が中古機流通事業に関わるには、全商協が指定する講習を

受講し、終了したものを中古遊技機流通方法及び中古遊技機流通システム(機歴管理シ

ステム)に登録することを明記する。 

⑥ 全商協が指定する講習の内容を全商協規約に定めておく。 

上記、規程の素案が作成できた後、機械流通委員会に開示し意見集約等を行う予定である。 

 

⑵ 回胴遊商との実務担当者による打ち合わせについて 

10月25日、回胴遊商の実務担当者と打ち合わせを行い、以下の2項目について協議した。 

① 量定基準に関して、現在、表形式のものしかないが、新たに規程を作成し、今の量定基

準を別表という形式にする方向で進めている。今後、係争等の問題が発生した際に対応

できるよう変更したいと考えている。今回の量定基準の見直しのきっかけとなった、同

一代表者で別法人の違反では、従業員の不正であったが、会社全体を罰するのか併せて

検討している。地区によって、連座制による罰則を行っている地区と、行っていない地

区もあるので、調整中である。 

また、代表者の違反、代表者以外の役員の違反等、様々なケースを考慮する必要があ

る。回胴遊商は、違反の際は、法人に対し罰則をかけるべきという考えであり、機械流

通の運営部でも検討している。 

② 特例営業者の取扱管理者について、大分県遊協から、講習会の開催依頼が来ている。全

商協及び回胴遊商では販社に所属する取扱主任者に対し、知識と実技を厳格に指導し

試験を行っている。これまでは、取扱管理者には講習会での説明程度であったが、今後

は全商協・回胴遊商の新規講習会で行っている実技レベルまで教育すべきではないか

という話になったと報告があった。 

今件について岩下副会長(九州)より、11月17日に九州遊商と回胴遊商の合同で講習

会を行う予定である報告があった。その上で、保証書の作成を行うか受講した取扱管理

者に検討してもらう。作成する意思があれば実技講習を行うことになるが、その際は講

習内容の変更にあたるので、両団体で協議する必要がある。なお、実技講習は試験を行

わず、技能レベルが不足していれば、再教育するという方法で考えていると説明があっ

た。 
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⑶ 認定機情報検索システムの改修について 

認定機情報検索システムに対し、中部遊商から下記内容の改修要望書が来ている。 

認定機の枠は部品扱いということで、新台の枠として再利用し、その後中古移動すること

がある。ただし、認定機の枠からそのまま中古の枠としては利用できない。現在の認定機情

報検索システムでは、認定から3年経つと認定期間が終了するため表示がされない。システ

ムの改修費用としては、約120万円程度かかるので、その費用をかけてでも改修するべきか、

地区遊商で検討していただきたい。スマートパチンコに関する改修も行う必要があるので、

早急な対応はできないが、キヤノンITソリューションズ社と引き続き交渉している。 

また、枠は部品扱いで、新台として再利用できるのに、中古としての再利用は型式通りな

のに流通できないことは、疑問に感じることもあるので、一度、日工組の営業業務委員と協

議したいと佐々木委員長より発言があった。 

 

⑷ 東遊商で進めているシステムの進捗について 

（佐々木委員長）東遊商で進めている新しい書類システムについて、取扱主任者が事前点検

で読み取ったQRデータを送信し、地区遊商で印刷し、販社に渡すという方法を行っており、

現在12社96名で試験運用を行っている。現在、印刷に関わる障害を修正しているので、年内

に全組合員に使用してもらうということは難しい状況である。概要については、執行部(全

商協)に資料を送付しているが、全商協機械流通委員向けの資料はしばらく待っていただき

たい。今後、各地区で内容を確認し、使えそうであれば流用を検討してもらいたい。将来的

には、機歴管理システムへの登録を現行の地区遊商の事務員による手入力から自動登録、発

給等依頼書のメーカーへのデータ送信等を検討している。 

また、スマートパチンコに関する改修として、日工組からの依頼により、全商協で利用し

ているホールコードと、推進機構で使用しているホールコードの相互変換の作業を行う予

定であると説明があった。 

委員より、現在のシステムはナツメアタリ社とキヤノンITソリューションズ社を使って

いて一本化されていないので、組織委員会でも検討していただきたいと要望があった。 

 

⑸ 中古及び認定に関わる様式の押印省略に伴う運用の検討について 

点検確認受渡書、保管・納品確認書といった販社側で作成する書類について、『管理者名

又はホール取扱主任者名』、『管理者番号又は遊技機取扱主任者番号』まで印字されたもの

を、各地区で認めているか確認され、回胴遊商では、ゴム印若しくは署名のみ認めるという

ことで文書にて通知しているようであると質問があった。 

各委員に確認したところ、これまでにそういった書類は出てきたことはないが、認めない

ということで説明しているとのことだった。 
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第 3 号議案 押印省略に伴う提出書類の記入に関する件 

各種申請提出書類の押印省略について「販社が作成」する、 

  ・中古ぱちんこ遊技機等点検確認「受渡書」(正)及び(副) 

  ・「保管・納品確認書」 

  ・認定申請 ぱちんこ遊技機等点検「確認済書」について、 

「管理者名又はホール取扱主任者名」の記載、「管理者番号又は遊技機取扱主任者番号」を記入

することに改定されたことに伴い、機械部会開催時に柏木委員より申請時における注意事項を

報告いただくこと、及び 

・「保管・納品確認書」の開封者記入について、 

我々、取扱主任者が開封した際の、取扱主任者名及び遊技機取扱主任者番号記入についての取り

決め事項を併せて報告いただくこととされた。 

 

第 4 号議案 遊技機保全措置用ビニール袋及びセキュリティシールの価格改定 

に関する件 

全商協より、保全措置用ビニール袋及びセキュリティシールについて価格改定の通知があり、

製造業者ミラクル工業㈱の令和 4 年 1 月出荷分から価格が改定される。 

11 月 19 日に開催された東北遊商第 4 回定例理事会に諮ったところ、これまで通り組合員と組

合で折半とした方が良いか、定価で組合員が購入した方が良いか、一旦各部会で意見を伺い結果

を集約し、次回の理事会(1 月 21 日開催)で結論を出すこととなった。 

保全措置用ビニール袋 

ビニールサイズ 改定後価格(税別) 現行価格(税別) 

小サイズ 77.8 円 71.5 円 

大サイズ 84.4 円 78.0 円 

セキュリティシール 

商品名 改定後価格(税別) 現行価格(税別) 

セキュリティシール 30.0 円 29.5 円 

 

第 5 号議案 新規取扱主任者講習会に関する件（報告） 

⑴  11 月度、12 月度への希望者はなし。 

⑵  1 月度講習会への希望は 12 月 7 日現在で「0 ゼロ」である。希望があった際は、講師と

して「桜井委員･山内委員･柏木委員」を迎え執り行う。 

 ■令和 3 年度     

№ 開催日 開催場所 講 師 販社数 受講者数 合格者数 不合格者数 

1 4 月 17 日 東北遊商会議室 最上 1 1 1 - 

2 5 月 18 日 東北遊商会議室 大久保 2 2 2 - 

3 7 月 13 日 東北遊商会議室 柳(副)･桜井 1 1 1 - 
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4 8 月 18 日 東北遊商会議室 委員長･最上･柳(ﾆｰｽﾞ) 1 1   

          5     

 

第 6 号議案 設置外の中古遊技機及び認定機への部品発注に関する件 

⑴ 設置外の「中古」遊技機への部品発注  

① 10 月度は「11 件･11 台」。 

② 11 月度は「17 件･20 台」である。 

③ 12 月度は、12 月 7 日現在「0 件」である。 

④ 全国の状況は、下表のとおり。 

 
 

⑵ 設置外の「認定機」への部品発注（2020/04/01 より運用開始） 

① 10 月度、11 月度は「0 件」。 

② 12 月度は、12 月 7 日現在「0 件」である。 

③ 全国の状況は、下表のとおり。 

 
以上 

 

 

 

 


